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追 悼 講 演

故 浅沼教授の略歴 と業績

醒...赤 岡 功

3月23日 の夜,浅 沼 さん急逝の報 を受 け私は全 く驚 きま した。なぜな ら,そ のわず か

数時 間前,私 は,ご 入院なさ ってお られた京都大学病 院で浅沼 さん にお 目にか か ってい

たか らです。

23日 の午後2時 ごろ病室に伺います と,浅 沼 さんは車椅子 に腰をか けてお られま した。

待 ちかね てお られたよ うに,い ろいろの資料 を私 に直接手渡 しなが ら仕事の説 明を して

下 さい ま した。その ご説明はいつ もの浅沼 さんと同 じで,伝 えるべ きことの要点につ い

て一切の省略は なく丁寧な もので した。 したが いま して,要 点 のみ とはいえ時間が長 く

な りま したので,お 疲れにな るのではないか と心配 した ほどで した。結 局1時 間ばか り

お話 を伺 うことにな りましたが,病 室を辞去 いた します ときには,あ れだけのお元気 さ

が あるの だか らとむ しろ安 心 した次 第で した。 それが,そ の夜 に悲報が もた らされたの

です。驚標す るとともに大 きな喪失感 におそわれ ま した。

顧み ます と,私 が浅沼さんに初めておめにかか りま したの は,1965年 の4月,田 杉 競

先生 の研究室においてで した。その時,浅 沼 さんは博士課程の第2年 次 に在籍 してお ら

れ,私 は修士課程に人学 したばか りで した。31年 前の ことにな ります。以来,浅 沼さん

は私 にとって同 じ田杉門下の先輩であると ともに先生で もあ りました。ただ,初 対 面の

ときに,と もに青衿であ りま したために,親 しく浅沼 さんとお呼び して きま したが,い

つ も暖か くご指 導下 さった とい う点でや は り先生で もあ りました。浅沼 さん は,こ の

1965年 の7月 には,経 済学部 の助 手 になられ,私 はその2年 後の11月 に助 手 とな り,

ず っと,同 じ経済学部経営 学科のス タヅフ として研究 ・教育 にあた ってまい りま した 。

したがい まして,浅 沼さん とは,同 じ田杉 門下であ り,経 営学科の所 属 とい うことで,

今 日,私 が,浅 沼さんのこ略歴 とご業績 につい てご紹介す ることにな りま した。

まず,略 歴か らご紹介させていただきます と,浅 沼萬里先生 は,そ のお名前 が萬里 の

長城 にち なむ ことか らわか ります よ うに,ず っと中国でお育ち にな りました。 お手元 の

略歴では(本 誌132ペ ージ),お 生 まれが京都 となってい ますが,そ.れ はご出産 のために

ご母堂様が一時帰国なさ ったか らで した。 日本 の敗戦 は小 学校4年 生の ときに旧,奉 天
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でお迎 えにな りま した。雪崩を うって侵入 してきた ソ連軍戦車の威圧感につい七.,か つ.

調てお聞 き した ことがあ りますが,敗 戦下の外地で体制が崩壊 し混乱を極め,小 学校 も開

かれず,大 変 ご苦労なさ ったよ うで す。 とくに,ご 尊父様 は,出 征 してお られま したか

ら,ま だ幼い浅沼 さんが長男 として御母君 を助 けで..塚 を率い るご親父の役割を見事に
ρ 果た され

,翌 年8月 無 事に桑 梓京都 に引 き上 げて こられ ま した。.く

しか し,そ うした混乱のなかにあ って も,浅 沼 さんは,ソ 連兵が大変乱暴 で もあ るの

に,行 軍の時 には美 しい5重 唱を歌 ってい たこ とに強い印象を受 けられたを うで,こ の 桑

ことを奥様 。お話。な。てお られ紘 小学生の 。の頃か 、物事 をみ 、場合 。.そ れが 鐸

敵軍であ って も,一 面 だけに とらわ れず その優れ た点 も逃 さず,多 様な側面を過不 足な

くみ る習慣がで きあが ってお られた よ うです。

京都では,同 志社中学.・同志社高校 にすす まれ ま したが,同 志社ではお母様 の恩 師の

アリス ・E・ クイ ン先 生 とその友人 のシア トルの シャー プ牧師の教 会の方々の善意 によ.

る奨学金をお受 けにな り,生 徒 会長,テ ニス部の キャプテンを なさってお られま した。 導

高校の3年 にな って恒例 によ りテニス部 をお止め になると,ご 病気にな って しまわれま

した。病院で1年1ヵ 月,そ の後 ご自宅で約2年 療養 され,1956年9月 同志社高校 の3

年 に復学 され ました.蹴 蝿 の間中ず 。と,医 師か ら勉強襟 止さ樋 と・、獄 況で 遷

したが,半 年後に京都 大学経 済学部 の入試 に合格 され,1957年4月 入学なさい ました。

ですか ら,ユ961年 に経 済学部を卒業 し,大 学院に進 まれ てか ら経済学部の助手にな られ

る ころまで は,経 営学 の田杉 先生 の門下 として,バ ーナ ー ドやサ イモ ンの組織理 論 とと1、1

もに,菱 山泉先生や山[日浩之先生のご指導 を受 けなが ら近代理論経済学 を学び,研 究 し

てこられ ました。経済学部の助教授 に就任 されて のちハ ーバー ド大学エ シチ ン研 究所で

2年 間の客員研究員 として研 究をなさ ってご帰国 になられ てか らは,内 部組織の経済学,

組織 間関係の経 済分析 の展開をなさっておられ ま した。1984年,教 授 とな られ,京 都大1彗

学評議員 をお務め になられ,1993年4月 か ら2年 間にわ た り,経 済学部長 ・大学院経済

研究科長 をお務 めにな られま した。 ち ょうど大学 院重点化 をすすめ る時期にあた り,大

変 ご多忙な毎 日で した。昨年3月 に学部長 の任期 が終わ り,よ うや く研究生活に復 帰に

なられたその5月 に検 診をお受けにな り胃癌 と診断 され ました。昨年7月 に手術 をお う..耄

けにな りましたあ と,.秋 にはご退院 になられ,ご 疲労 をお して強い責任感か らお仕事 を

なさ り,博 士論文の審査な どもなさっておられ ま した。 しか し,ご 病気は再発 し今 年3

月再入院され,お 亡 くな りになった23日 も直前 までお元気 にな さってお られたので すが,
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容態が急変 し,春 秋60で,他 界 されま した。

私 は,悲 報に驚 き,本 当に申 し訳 ない と思い ます とともに,無 念で した。.

申 し訳 ない と思いますのは,私 は,大 学 院重点化 にむ けた努力が,単 に多忙 にであっ

た とい うだ けでな く,強 いス トレスになってい たことが大 きな原因の ユつだ と思われて

ならな いか らです。1昨 年の夏,予 算 申請にご苦心 をなさってお られた ときに,偶 然,

河原 町四条で お 目に掛か りま した ときは,雲 の中を歩 くよ うに力 な く,大 学の 中で は

か ってみた ことのない ようなお疲 れのこ様 了・が うかが えま した。思わず 「とにか くご健

康 にお気 をつ け下 さい」 と申 し.Lげ たほ どで した。学部のた めの こ尽瘁 こそが浅沼さん

のご健康 を損 なった と思われてな りませ ん。

残念で あ りますのは,な ぜ,せ めてあ と数年 の命が浅沼 さん.に与 えられ なかったのか

と思 うか らです。
1

浅沼 さんは,.そ のお話 しぶ りと同 じよ うに,研 究 におかれ ても,大 きな見通 しに立っ

た上で,ど のような小 さな点 もおろそか に した り省略 はせず に必要 な準備 を着実 に積 み

.上 げていかれ ますbし たがい まして時間がかか ります。 と くに徹底 した実証研 究 を踏ま

えておられ ま したか ら,と りわ け時間はかか りますが,そ の ご本人か らみて も,ご 研 究

が もうほとんど完成 した とお思いにな られ,1巻 の書物 として上梓 間近 とい うその とき

に,病 に倒れ られ たのです。

これ まで に も,ご 研究 は国際的に も注 目され'世 界 の一流 の研究者の多 くが浅沼さん

の業績 を引用 してい ます し,現 実の経済に関 して も,日 本 の取引慣行 に関す る研究成果

を もって,公 正取引委員会,通 商産業研 究所,.総 合研 究開発機構,日 一EC産 業協力セ

ンター等で学識 を提供 され,日 本の経済のために大 きな寄与 をなさってお られ ましたか.

ら,世 界の学界 もその ご研究 を鶴首 してお りま した し,こ の著作 によっ.てます ます大 き

な貢献 をなさるはずであ りました。.そして,上 梓のあ とは,さ らに拡張 して,日 本の企

業 の綿密 な実証研究 にた った 日本発の企 業理論 としてご研究 を完成 させ るご計画であ っ

た と思 います。 その書物 の完成の直前で,次 の段 階のプ ランがおおよそ出 来上が ってい

る時に病 がその意 図を妨 げたのであ ります。浅沼さんにせ めてあ と数年の歳 月が なぜか

されないのか,斯 の人 に して斯 の疾あ ることの無念さを痛感 してい ます。

さて,浅 沼 さんの業績 について見 ます と,企 業内部における設備投資決定,日 本企業

.にお ける受注 と生 産の調整 の仕組み,情 報の ネ フトワー クの企業組織へ の影響等 々につ

きま して も,重 要な研究 を発表 してお られ ます。 しか し,最 も大 きな貢献 は,第1に 経
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済主体問の長期継 続取引 に関す る徹底 した実証研究 と,第2に それに基づ く理論 の枠組

み の拡張 ・発展への寄与,そ して,第3に,こ うした研究成果か ら現実の産業組織 の改

善への示唆 を与 えられた ことだ といえます。

浅沼 さんのお仕事 につ いて申 し上 げます場合,メ ーカー とサ プライヤー間の,部 品や

の 原材料.の長期継続取引の実証研 究がまずあげられ ます。実際論文の多 くが これに関する

もので あ り,ま た,注 意されてよい ことです が,浅 沼 さん は日米通商摩擦が深刻にな る

以前か ら 日本の 自動車産業の長期継続 取引の実証研究 をなさって おられ,そ の厳密な調

査 は国際 的にも高 く評価 されています か ら,日 本 の長期継続取引 について論ず る入は,

必ず といいほど浅沼 さんの調査 を引用 しています。 また,外 国文献 に も浅沼さんの論文

はよ く引用 され てい ます。 したが って これが 大 きな業績 として輝か しい光芒を放 ってい.

ますQ

浅沼 さんの実証研究 のすば らしい点は,経 営学を専門 とす る者か らみ ます と,長 期継

続取 引が経 済的に合理的 な場合があ るとい うことを明 らか に しているだ けでな く,長 期

継 続取 引の中で買 い手 と売 り手が フ ィー ド・バ ックを重ね,そ の中でそれぞれの企業 も

成果をあげてい き,か つ,こ れ らの企 業の システ ム全体 として も成果 を改善 してい くノ

ウハ ウを積み上 げてきてい ることを明 らかに している ことであ ります し,し か も,そ れ,

を,従 来よ くみ られ るように,日 本的特殊性 として説明す るので な く,欧 米で発展 して

きた経 済理論 にたった最近 の新 しい理論枠組みで説明 してお られ,そ の ため,こ れ まで

欧米か ら理解 されに くか った 日本の産業組織の経済.合理性 が欧米 か ら理解 され るように

な った ことにあ ります。 そ して,こ うした,お 仕事 に よって 日本企業 の国際理論がすす

み,日 本企業の経営 の移転が可能 になった と考え られます 。実際,ア メ リカの 自動車産

業が,日 本の自動車産業 のよ うに,開 発の初期の段 階か らサプ ライヤーに設計参加 させ

るようにな るに?い て浅沼 さんの業績の与 えた影響 は大 きい といえまず 。

そのほかに も浅沼 さんが実証研究 をなさ り国際的に もよく知 られている論文 は多数 あ

りますが,時 間 も限られてお ります ので,こ こで はこれだけに しま して,浅 沼 さんか ら

病院でお聞 きしま した ことについ て少 しお話 したい と思います。著作 目録の最後 のペ ー

ジに 「職場の労働組織 と会社 の人 的資源管理」 とい うワーキ ングベーパ ーがあげられ て.

い ます。 ここにはページ数がでてお りませ んけれ ど もこれは200字 詰 め原稿用紙 に換算

します と.約800枚近 い大部 の ものでや は り厳密 な実 証研 究に基づ くものであ り,内 容 は

労働者が長期継続雇用の下で企業 内部で技能 を高 めそれが企業経 営を強 くする とい うこ
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とが 明.らか にされています。 これは,労 働力 の活用の面 にお ける長期継続取引の ご研究

とい うことにな ります。

ところで,最 初 に私は浅沼さんが逝去 された23日 た また ま病院にお見舞いに参 った と.

もう しましたが,そ の時のお話は販売面 での長期継続取引の議論がその大半であ りま し

た♂ したがい まして,浅 沼さんは,企 業 活動 の主要な3つ の領域,す なわち,第 ユに原

材料 ・部品の調達,第2に 労働者 の雇用,第3に 製品 の販売 ・流通,こ の3つ の領域 の

全体 にわ た り,同 じひとつの観点,最 期継続取 引 とい う観点 にた って,徹 底 した実証研

究 を行 って,従 来一般的であ6た よ うに,短 期 のその ときどきの市場条件の もとで最 も

有利 な取引 を行 うとい う見方か ら,長 期 継続取 引を重 要な選択肢 として含む新 しい企業

の..一般的理論の展 開を考 えてお られた とい うことがで きます。.

そ して,こ れ は理論的貢献に とどま らず,長 期継続取引 によ り当事者たちが経営成 果

を改善 してい くノウハ ウの蓄積において一 日の長があ る日本企業の実証.研究を これ らの

3つ の領域で,厳 密に行 ってい き,そ の結果 を世界 に向か って明 らか にすれば,世 界 の

企業が 日本型産業組織 を参考にする ことになる,日 本型産業組織が世界の産業組織を変.

える 日が くると考 えてお られ たのであ ります。著作 目録(135ペ ージ)の 論文 は 「日本

企業が世界 に寄与 しうるもの一 北米で の 自動 車生産 にみ る 」 と題されてお り,ま

た,そ の3つ 後の論文の タイ トルが 「日本型産 業組織が世界 の生産 システ ムをつ くりか

える 日」 となってい ます。 これ らの前後 の論文 の タイ トルをみ るだ けで も,.浅 沼 さんの

研究 にこめられた理論だ けではな く実践 にたいする熱 い思いが伝わ って くるように思 い

ます。

幼 いときすで に満州で ソビエ ト軍の乱 暴さ とともに基盤 としての文化の高さを も発 見

す る とい う,.表 面的な現象 にとらわれず 多面 的で冷静 に価値 ある判断 をす る態度 を身に

つ けておられ た浅沼 さんは,日 本の経 済 も企業 もまだ弱小の ころに,対 日戦勝国である

アメ リカのキ リス ト教会 の方々の好意の奨学金 を うけて高校 に学び,そ の ことを生涯大

変感謝 しておられ ま したが,い つの 日か 日本が ア メリカにそ して世界 に貢献する時が く

るこ とを心 の奥で夢見て おられたに違いあ りません。 そ して,こ こであげ ました論文か

らは,そ の夢が現実の もめとな りうるとい う心 の高揚ぶ りが よ くわか る気がいた します。

ご研究 は,さ きほど申 し上げ ました企 業の主要 な3つ の活動領域 のうち2つ まではす

でにま とま ってお り,こ れで一つの区切 りをつ けて完 成させ,第3の 販売流通の面につ

きま しては現在 の ところ浅沼 グルー プの他の研 究者の研究 にまか してお られ ましたが,
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これ につ ぎまして も浅沼さんご 自身 の計 画をお もちで それを含め 日本の企業の実 証研 究

に確 固た る基盤 をおいて 日本発 の企業の一般理論 を大 き くまとめ ようとな さってお られ

たので あ り,私 はその一端を伺 ったよ うに思 っています。

浅 沼さんはこれ まで論文 とい う形で公 表され た研究 成果 によって も国の内外か ら高 く

霞 評価 され影響力 をお持 ちで したが,こ れ らをま とめ上 げてその成果 をもってさらに広 く

強 い影響力 のある発言 をなさることになる とい う,ち ょうどその時 に浅沼 さんは突然,

白玉楼 中の人 とな られた のです。なぜ,あ と数年,そ れが無理 な らせ めて あと1年 の時

が浅沼さんに与 え られ なか ったのか と思い ます と痛恨 爾いた りです 。

しか し,.浅沼 さんは,す で 之数多 くのす ぐれた研 究者を養 成 しておられ,ま た浅沼 さ

んの研 究に影響 を うけ追随 してい る研究者は国際的 にも少な くあ りませ ん。 したが いま

して浅沼さんが なさろう とした ご研究 は確実 に継承 されてい くことになる と思い ます。

浅沼 さんご 自身,実 はこのことはよ くご存 じで,こ の点はあの方が,あ の面は この方が

研 究 を進めてお られるとお亡 くな りになる数時間前 に語 ってお られま した。それ が,今

とな っては私達 のな ぐさめ.といえます。

浅沼さん,本 当に大変 で し.たね。 お若い ときにも大病 に襲われ,こ の度 また現在 の科

学で は克服不能の病に冒されたのですね。

しか し,浅 沼さんは本当に立 派で した。すで に大 きな仕事 をなさってお られますのに,

それ をさらに発展 させる情熱を内にた ぎらせ てそのプランを病室で語 り続 け,御 白身で.

はお話 をとどめ るところがあ りませ 々で した。

今,永 訣 の時がいた り,30余 年の星霜において,浅 沼 さんと共有 した数々の場 を思い

起 こ し,喪 失感 に耐 え難い思いが します。

しか し,浅 沼さ んは,浅 沼さんを苦 しませた病 に もはや妨 げられ ることはないのだ と

思い直 して います。

浅 沼さん,ど うか 白玉楼で存分に文章をお書 きください。

故 浅沼教授 の学問をふ りか えって

ス タンフ才一 ド大学 青 木 昌 彦

故浅沼萬里教授 の学部葬にあた りま して,経 済学部か ら故浅沼萬里教授 の業績 を述べ
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る機会を与え られま したこ とは.私 値 入に とって大変光栄であ ると同時に,大 変深 い悲

しみに囚わる出 来事で ござい ます。私事にな りまずけれ ども私 が京都大学 に就任 いた し

ま したのは1969年 のことで ござい ましたが,浅 沼萬里教授 はち ょうどその一年前 に京都

大 学経済 学部助教授 に昇任され ま した。ユ960年の安保 闘争 とい う時代 に,東 と西とに分

か れていま したけれ どそう した経験 を共に した とい うこ ともあ って,そ れ以来私 と浅沼

さん とは同志 というような信頼感に結ばれなが ら研究 を共にさ してい ただ きま した。特

に1970年 代 後 半 に京都大 学経 済研究 所 に お きま して,比 較 経済 体制論 とい う ワー ク

シ ョップを共 に持 った ことが,そ の後のそれぞれの研究 の出発 点をか たちづ くった とい

う点で感慨深い ものが ござい ます。私は1984年 に スタンフォー ド大学 に転職 し,私 共は

太平 洋を隔てることにな りま したが,そ の時はち ょうど浅沼 さんが学 問研究 とい う点で

も,ま た研究成果の インパ ク トとい う点で も,国 際的な活動 の場 をまさに広げ られてい

る時期で もあ りま した。 したが って太平洋を隔てながら も浅沼教授 とは共同研 究 を続け

・られ るという幸運 に恵 まれま した.

私 は,1984年 以来 スタフォー ド大学経 済学部 におきま して日本経済論 を毎年講義 して

まい りま したが,そ の中で浅沼教授 の研究業績 は 日本経済 を理解す る上で小池 和男教授

の業績 と共に,欠 かす ことので きない二本 の柱 と して常 に学生 に購読 を課 して きま した。

今年 も実は,浅 沼教授 が亡 くなる一週 間前 の試験 にお きまして浅沼教授 の この著作 目録

の最後にあ ります 「流通 と生産のコーデ ィネーシ ョン」 について,特 に シリコンバ レー

に現在 見 られ ます コンピュー ター産業 において発 展 してい る生産の マス ・カ スタマイ

ゼー シ ョンとの比較で どうい うふ うに評価す るか とい う問いを学生に課 したのです。 そ

う.いうふ うに私は,毎 年毎年 講義 の準備 の中で浅沼教授の論文 を レビュウす る機会が あ.

りました けれ ど,そ の年毎 に浅沼教授 の深 い洞察 をあ らたに発見するのがつね であ りま

した。

私は未だ理 解が足 りないと思 うのですが,浅 沼教授の全 貌を私 な りに解釈い た しま し

て,こ こに皆様 とともに共有 していただ くことによって浅沼教授 にたいする これまで の

学恩の幾分かをお返 ししたい と思 います。浅沼教授 の業績 は これまで多数の.方が申され

た ように1980年 の後 半か ら90年 中半 にか けま して続 々と発 表され,内 外 の学会 に大 きな

インパ ク トを与 えた自動 車産業 における下請 け関係の構造の研究 に代 表されている とい

うことは よく知 られているこ とで ござい ます。それは,景 気循環 のために親企 業が下 請

企業 をパ ファとして用いている とい う内外 におい て長い間培われて きた通念を打 ち壊 す
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もので あ りました。二そ して親請 企業 とい うよ り中核企業 とい う概念 を発展させ られ,こ

の中核企業が供給 企業 との聞に長い継続 的取 引関係 を結び なが らその中で経 済循環 の リ

スクを押 し付 けるとい うのではな くて,あ る時は経済循環 のリス クを吸収 しなが ら下請

企業の フ レキシブルな生 産能力,適 応 能力 を高めて い くとい う親企業 と供給企業 との捕

縄 完 関係 の構造を明 らかにされま した
。

そ して前述の通.念を壊す ζ とにおいて浅沼教 授 はこの分野 でそれ まで 誰 も為 し得 な

か った研究方法 を開発されたのであ ります。 それ は第一に,明 快 な理論的概 念装置 を準

備 され,そ して実地の.聞き取 り調査に 基づい た新 しい事実 のフ ァインデ ィングを この概

念装置 に従いなが ら整理 して,し か もその概念装置 をさらに豊かな ものにす る という理

論 的概念装置 と事実発見 のあいだのイ ンタラクテ ィブな研究方法 を発展 させ られたとい

うことです。

こうした1980年 代の業 績はよ く知 られた ものであ りますが,.私 は1970年 代 の浅沼教授

の研 究生活 を振 り返 ってみます と,そ の時期 は概念装置の準備を されていた重要な時期

で あった とい う気 がいた します 。1970年 代の末期 にウ ィリアムソンの名 著 「.市場 と企業

組織」 を翻訳 されま した。 この翻訳が機縁 ともなって先ほ どの弔電に もあ りま したよ う

にウ ィリアムソン教授 との終生 かわ らない友情 を結 ばれ ました。 しか しなが らそれ と同

時 に,ウ ィリアムソン教授の 「企業 の特殊 な技 能」 とい う概念の企業組織論への含 みに

つ いて,ま たその限界について も自覚 を深 められて いかれた と思われます。それか ら独

自に 「工場の哲学」 に代 表される義兄 で もあられ る中岡哲郎教授の御 仕事,ま た1980年

代 のは じめに京榔 大学経 済研究所 に こられ ま した小池教授の工場職場の実地調査 に基づ

く技術熟練の性質についての御 仕事か ら,研 究方法 の面で も大 きな刺激 を受け られてい

た.と推察 いた します。 ・1

私 は昨 日,京 都の 自宅に帰 りま して久 しぶ りに書棚か ら]977年 に出版 されま した 「経

済体 制論」 とい う,私 の編集 した本を取 り出 してその 中に収め られ ま した浅沼教授 の

「企業組織の経済分析」 とい う論.文を新 ため て読んでみま した。 この論文の中で浅沼教

授 はサ イモン或いは コース,ウ ィリアムソ ン或いは フラ ンク.・ナ イ トとい う..企業組織 の

理論 を展望 しなが ら,「限界づけ られた合理性」 とい う枠組 のなかでの労働者 の技能 の

意味,そ の企業組織の含 みにつ いて議論 され てい ます。 ここで提出されていた問題 意識

や概念 は最近経済学における進 化論的 な考 え方の関心の高 まりのなかで,ふ たたび意識

化 されて きてい る問題 をか な り先 取 りした形で 提出 され てい るように思 います。未だ
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以 って新鮮な生命力のあ る論文 だ と思 われ ます。そ う した準備期間を経 て先ほ ど申 しま

した1980年 代の研 究が花 咲 くわ けです 。1980年 代末 にはカ リフ ォルニ ア大学の ウィリア

ムソン或いはス タンフォー ド大 学のジ ョン ・ロバー ツ,ポ ール ・ミルダ ロム或 いはカ リ

フ ォルニ ア大学サ ンデ ィエゴのジ 目ン ・マク ミラ ンとい った取引論或いは契約 理論 にお

いで世 界的な フロン トランナー となった人た ちが浅沼教授 の業績 に注 目し,彼 らの理論

的モデ ルの実証的根拠 として引用す るようになるわ けです。

浅沼教授 の仕事 を もう一度位置づ けるため にここに1990年 アメ リカ経 済学会 の機 関誌

であ る 「AmericanEconomicReview」 に掲載 され ま した ミル ダロム=ロ バー ツの著名

な論 文 「EconomicsofModemManufacturingTechnologyandOrganization」 につ い

てふ れてみ たい と思 います。 この論文 におい てこの二人の著者は,現 代 の製造業 はかつ

ての 単一の商品の大量生産 の効率利用か らむ しろ多様な製品を生産販売す るフ レキシブ

ルな能力 の競争 に移って きた とい うことを指摘 してお ります。そ うした変化が製品の開

発,製 造,マ ーケテ ィングにお ける戦略の補完性 を益 々強めつつ ある,そ うした意味で

活動 のコーデ ィネーシ ョンの重要性 とい うのが益 々高まって きているとい うことを指摘

しています。 そ してオ リバー ・ウ ィリアム ソンが強調 したよ うな取引 に特有 な機械の存

在が企業 の統合度 を高め るとい う議論に対 しま して,汎 用性 の高 い機械 とい うものが利

用可 能になるのに従いむ しろ統合度の低い企 業の分散化現象が生 じて くるとい うことも

指摘 してい ます。 この議論を展開するなかで ミル ダロム,ロ バ ーツは浅沼さんの仕事を

引用 してい るわ けであ ります。

1990年 代 の浅沼 さんの業績は,特 に中核.企業 とその企業 の上流 にあ る供 給企業 との間

の補完関係 を捉えその役割を明 らかにするというこ とであ ったわ けですが,先 程 赤岡先

生の こ紹.介にあ りました ように,浅 沼教授 はさらに中核企業 と ト'流の側にあるデ ィラー

との コーデ ィネー ションの関係.お よび企業 の内 部その もの にあ る組織戦 略 といいます

か人事管理の問題 にも目を向け られ始 めま した。199ユ年,ス トック ホルム商科大 学で 開

かれ ま した国際 会議 に おいて浅沼教授 は,企 業 と下流 のマーケ テ ィング との コーデ ィ

ネー シ 冒ンの問題 につ いてこれまた画期的 なペーパーを発表され ました。 これ は文献 目

録の 一番 最後 に出てい る論文 で有 ります。 この論文が,先 ほ ど私が 申 しま した スタ ン

フ ォー ド大学の後期試験 の問題 に材料 として使わ さ していただいた もので もあ ります。

また,組 織戦略問題 に関 しま しては職場の労働組織 と会社 の人的管理組織 とい う研究

が ございます。このなかで浅沼教授 ば ミルダロム,、ロバー ツが指摘 いた しま した ような
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多様 な製品の生 産販売 をフ レキシブルに行 うとい う能力に関 しては中核企業 と上流.ド流

の企業の コーデ ィネーシ ョンが必要だ とい うところ に留ま らず,企 業の内部で多面的な

能力 を労働 者の育 成 とい うことが 同時 にまた補完的 な役割を果た している とい うこ とに

注 目されたわけです。 そ こで行われ たことは,小 池教 授の.発展させ られた労働者 の幅広

震 い技能 を育成するための職能的割 当て とい う概念 と
,ド アー教授 が展開されていた 日本

の企業の内部にお ける従 業員の ランクが インセ ンテ ィブの装置 として機能 している とい

う.日 本の企業の二つの人事管理 の側 面を統合 した概念装置 を構築 してお られます。 こ

う して浅沼教授 は中核 企業の上流下流 の関係 および内部 の組織戦略のあいだにある補完

性の構造 というものを,包 括 的に取 り扱わ れることに成功 され ま した。そ して1970年 代

の仕 事の一部であ る投 資決定の プロセ スに関する研 究を加 えて 日本の製造企業の全体像

を ひとつ の 「システ ム」 と して捉 え,そ れ を一つの本 に纏 め られ る とい うのが構想 で

あ った と思 います。

それで は浅沼教授の 日本経済の現在 ・将来にたいする貢献 の意味 とい うの はどうい う

ところにあるので しょうか。浅沼教授 の未発表の論文 とな りま した職場 の労働組織 と人

的管 理資源 の第一部 の結 びのところを若干引用きせていただ きたい と思 います。浅沼教

授 は この様 に言 っておられ ます 「1990年か ら1993年 にかけて 日本ではいわ ゆるパプルの

崩壊 波及効 果が種 々の業種で点在 し,多 くの企業が減益や赤字 とい う事 態に直面 してい

る。 これ とともに一般向 けの.メデ ィア上で 日本の経済の限界に きた とか 終身雇 用の現行

システ ムは もはや 維持で きない とかい う種類 のメ ッセージを主要内容 とする論説が盛 ん

に繰 り返 され るようになった。 だがい くらそ う した紋切 り型の メッセー ジを繰 り返 して

も日本企業の これか らの経営 に とって有効 な指針は 出て こないであろ う。

む しろ次の ような諸問題を考 えるべ きだ。一,そ もそ もそ うい う論説の筆 者たちは 日

本型経営 とい う言葉がなにを意 味 し,終 身雇用 と年功 シス テムとい う言葉がなにを意味

しようと してい るのか。二,日 本の企業が作 り出 したシステムの なかに 日本以外の国に

とっても,ま た 日本企業 自身に とって もこれ らの経営 を展 開す る上で これまで にもま し

て重要視 されて然 るべ き要素,言 い換 えれば世界各 国の企業の これか らの経営 にとって

普遍 的な価値 を持 ちうる要素は全 くなか ったのか。 三,も しその要素が あった とすれば

それは何 と何で あったのかb四,そ れ らの経 営,終 身雇用年功序列等 とい うキー ワー ド

は的確 に捉 えられてい るとい えるのか。五 もし日本の企業が国 内で従来運営 して きた

システムを変革す るべ きで あるとすれば何 を どの方 向に向けて変 えるべ きであ るのか。
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私 には上記 の二や五の問題 について考 える上で 日本型経営,終 身雇用,年 功序列 とい っ

たキー ワー ドが有効 な役割 を発揮す るとは思われない。 この本は.ヒ記の三 につい て考察

す る ことを主 たる内容 と してい るが,こ の本を最初か ら最後 まで読 んでいただ ければ明

瞭 になるよ うに四 の問い に対す る私 自身の答えはNoで ある。二や五の問題 について考

えるため には定型化 されたキー ワー ドの底 にあ る もの,そ してそれ らの キーワー ドに

よっては認 識の網の 目か ら零れ 落ちる ものを とらえることが肝心で ある。」 このよ うに

浅沼教授 は.言って おられ ます。

1970年 代 の後半 に自動車産業を中心 としたアメ リカの製造業 は当時 日本の産業の挑 戦

を受 けて従来の,先 ほ ど ミルダロム,ロ バーツが指摘 してい たような,単 一の商品の大

量生産の ため につ くられた組織 戦略或 いは製造 戦略の見直 しを迫 られてお りま した。そ

の過程で 日本企業の組織製造の戦略は真剣 な学習 の対象 とな りま した。そ して,ア メ リ

カはそうした学習の成果を一方で はデジタル通信 の革命 とい う技術革新 と結び付 けてよ

りフ レキ シブルな小 回 りの きく組織形態 を作 りつつあ ります。例えば,私 が今仕事 の本.

拠 と してお ります シリコンバ レーでは企業 の組織のあ り方 とい う.翻)は いろいろな面 に

おいて浅沼教授 が抽 象され た ところの中核企業 とデ ィー ラー或い.はサブラヤーとの関係

とオーバ ー ラップす る ところがあ ります。 日本 の 自動車産 業,シ リコ ンバ レーの コ ン

ピュー ター産業 とい うよ うな,技 術的 にも歴史的 にも全 く異な った産業の間にある,あ

る種の無視 し得ない同一性 があることは ミルダロム,ロ バー ツも認めている ところで あ

り1ま たそれは浅沼教授 の業績の普遍的 な性格 を示唆 してい るところで ある と思われ ま

す。

浅沼教授 が強調 されよ うと した のはフレキ シブルな生産販売の実現可能性 のためには

単に中核 企業 と上流 卜.流の水平的 なコー ディネー シ ョンの必 要性 に とどま らず,ア メリ.

カと日本の製 造業 の将来の姿が どのようになる として も,企 業の人的管理資源 のあ り方

が依然 として重要な役割 をもつ とい う考 えであ ります。1970年 代か ら生産過程 における

人間的要素の役割,労 働者 の技能 の問題,そ うした一貫 したテーマが うかがわれ るので

あ ります。

浅沼教授 のお仕事 とい うものは,も し90年代 の初 めに著書 として出版 されていた とし

て 毛戦後経済学 を国際的 に代表す る著作 としての地位 を獲得 した ことは疑いない ことだ

と私 は考 えます。私 は浅沼教授 にお会いする度に,:著 作 の完成 を急がれ るようお願 いす

るのが常であ りま した。私 はこの著作 の完成 が遅れ たのは,学 部 艮をはじめ とす る激職
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の所以のみ と推察 してお りま した。 しか し1993年 の3月 に,こ の先ほ ど申しま した職場

の労働組織 と人的管理の論文の草稿 を送 っていただ いた ときに御仕事の広が りが更 に雄

大であ ることに驚かされま した。それ に して も生前 の発表 に決意 されなか ったのはなぜ

だ ろうか とい うことを考 えます 。さ らに もっと雄大 な構想 をお持ちだったのか もしれな

の い と私 は考 えま した。

これ ぽ私の推察 に過 ぎないので すが,こ の数年 間浅沼教授 との会話 のなかで 印象 に

残 ってい るのは,こ の京都大学経済学部 にお いて下請工業論の先駆的業績をあげられ ま

した田杉教 授の業績につ いて度 々尊敬 を込め られて触れ られていた ことであ ります。 そ

れ は日本の下請制度の歴 史的進化 に浅沼教授 は関心 を持ちは じめていたか らで はないか

とい うふ うに推察 いた します。 浅沼教授 はお そら く日本企業の来 し方行 く先 に多 くの思

い を巡 らしてお られた と思 います。そ の考え を体系的なかたちで,も はや うかがい えな

いのは大変残念で あ ります。 しか しこの著作の第一部の最後のほ うでこのように も述べ

られてい ます。 「1979,80年 が アメ リカの製造業 にとって再構築 の長い歩みのため の出

発点であ ったよ うに,1990年 か ら現在 にかけての期間は 日本の製造業の新 たな脱皮 のた

めの出発点の 意味 を もっている ことがやが て明 らか にされるで あろ う」。 こうした冷徹

な楽観論が可能になるのは浅沼教授が 自らの フィール ドワー クによって得 られ た洞察 と

それを解釈 するための理論装置 に深い確信を もってお られたか らにちが いあ りませ ん。

それに して も御著作 の発表 を生前完成 される ことな く逝 かれたこ とは多分 に無念の思い

も残 されたに違 いあ りませ ん。 しか し,浅 沼教授 の仕事 の意義 は しっか りと国際的 な経

済学 のなか に組み込 まれ共有 されてい ます。.また,浅 沼教授 のプログラムはやがて若い

世代 の学者 に引 き継がれ てい くことに なると思います。また,革 新 的理論概念装置 を事

実調査 によって得 られ る情報 に基づいて発展させなが ら経 済社会 につい ての新 しい知見

を得 てい くとい うこの学風 は,余 人のなかなかに追随 しえない境地 を開拓 された もの と

して我 々経 済学者 の深い敬意の的 とな ってお ります。

浅 沼さん 日本経 済に関 して,ま た世界経 済に関 して我 々の理解 を深め るため にいろい

ろ教 えて.下さ り大変 あ りが とうござい ました。
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故 浅沼教授 の人柄を偲ぶ

京都大学経済学部 瀬 地 山 敏

御紹介いただ きました瀬 地山で す。先 ほど来浅沼さ んの経歴及び業績 についてお話 し

が あ りました。逝去なさ った後 しば らくは,同 僚 の前であれ,わ た くしの妻の前 であれ,

あま りにも理不尽 なで きごとゆえ,悔 し涙を禁 じることがで きませんで した。気持 ちが

少 し落ちついたい ま,今 日のお話 しを伺 いなが ら,浅 沼 さん の逝去が京都大学お よび経

済学部 にと6て だ けではな く,経 済学 ・経営学 界に とって も,大 きな損失である ことを

改 めて,か み しめ てお ります。

先 の経歴 の紹介 にあ りました ように,浅 沼さんは1961年 に学部 を卒業されま したが,

わ た くしはその前年 に卒業 し,大 学院 もい っしょで した。わ た.くしは大学院を出て しば

らく甲南大学 につ とめた後,1969年 か ら再び,し か し今度 は学部の スタ ッフとして浅沼

さん と仕事 を共 にす るようにな りました。わた くし達 は相互 にその研究領域を よく理解

していたので,競 争 もしまた協力 もしました。学部長 の職 もわた くしの後 を浅沼 さんが

襲 い,浅 沼さんが経済学部長 の時 はわた くしが学生部 長をつ とめるという具合に,い わ

ゆる管理 職 として も,時 間的 ・空間的 に密接 に連結 した領域 で,意 見 の交換 を くりかえ

しなが ら共に仕事 を して きました。ほぼ35年 にわた るかけが えのない親友であ り,相 談

相手であ りま した。そうい う者 としてわた く しは,浅 沼さんのお人柄 につ いてい くらか

お話 しを申 し上げ,彼 を偲ぶ追悼 の言葉 に替 えさせていただ きたい と存 じます。

今 日この葬儀にお集ま り下 さった皆様の 中で,ど なた もが御同意 下さる浅沼 さんの特

徴 といえば,あ の丁寧 な話 し方で あ りま しょう。話 しの内容 は十分事前 に熟考 された上

で,そ れで も話す ときはそれを確か めるようにゆ っ くりとなさ る。学部学 生 と.して浅沼

さん と最初 にお会い した ときにわた くしが受 け取 った印象が、 この話 し方であ りま セた。

その後す ぐに彼はわた くしよ り年長で あるこ とを知 り,語 り口 もそのせいか と考 えてい

た頃 もあ りましたが,35年 を経 過 して,こ れ は浅沼 さんと.切って も切れない,浅 沼さん

の文化であ ると確信 しています。 この丁寧 な話 し方 は,対 話の相手に丁寧 に耳を傾ける

とい う誠実 さと表裏 をな してい ます。彼 が相 手の話 しを性急 に遮 るとい う状況をわた く

しは一度 も経験 してお りません。私的な対話 であれ,研 究会 の討論の場であれ,あ るい

は紛 糾す る会議の場であれ,こ の誠実な姿勢は少 しも変わ りませ んで した。それだけで
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はあ りません。浅 沼さんは御子息た ちにも,、同 じ姿勢で対話 を してお られ るこ とをあ る

機 会に知 り,他 者 に対す るその誠実 さに驚 きました。わた くしが 自分の息子や娘 に対す

る ときに,父 としての,ま た年長者 と しての横 暴さがあ ることを思 い知 らされ,内 心恥

ず か しく思 ったほどです。

爾 浅 沼さ.んのこの丁寧 な話 し方 は,お よそ課題 は解 決 しなければならない とい う強い責

任感 覚に関係が あ ります。 この解決にたいす る強い関心およびそれ に支 えられた話 しの

展 開の仕方 は,そ の場 に集 まる者が友人である場合 に も,ま た年長者が多 くい る場合に

も区別無 く,.見 られ ることで した。た とえば浅 沼さんは助教授であ りなが ら,紛 糾する

問題 を前 に教授達 よ りもはるかに見通 しの良い話 しを展 開される。 そうい うことが しば.

しば あ りま したが,こ れは課題の解決に必 要な思考 のシュ ミレーシ 日ンを体現 している

か のような,浅 沼 さんの文化による ものだ と考 えてい ます。告別式 の折に浅沼さんにた

いす る痴母上の弔辞 を伺 いま した。その中で お母上 は,第2次 大戦後大陸 を引 き揚げ ら

れ るとき,少 年の浅沼さんがお母上 を助 けて御家族無事 に帰 国された ことに言及され,

浅沼 さん にたいす る感謝のお気持 ちを切 々 と綴 ってお られ ました。わが身 より早 く子 を

先立たせ る親 としての御無 念さに心 を打 たれ なが ら,わ た くしはふ と 「天性の統 率者」

とい う言葉 に思 い当たっていま した。「天性 の統 治者 あるいは政治家」 と申 しているの

ではあ りません。統 治者,政 治家 あるい に思想家の場合,自 分の理想や主張が容 れ られ

ない とき,容 れ られ なか った環境 を批判 した り,嘆 いた りす ることがままあ りますが,

彼はそ うい う行動 とは無.縁の人で した。丁寧 に話 しをす るとい う彼の文化は,浅 沼さん

が,批 判や慨 嘆す るこ とで は課題 は解決 しない こ.とをわ きま.えた強靭な自我 の持 ち主で

あ ることを意 味 しています 。学部長 と して浅沼 さんは経済学部の改革に努力されたので

すが,多 様 な意見が ある中で,そ れ を統率す るの に,持 続 してその誠実な話法を守 りま.

した。 その努力 の成 果をわ た くし達 は今 あ りがた く掌 にしていますが,同 時にそれは文

字 どお り浅沼 さんの骨 身を削 ることにもな りま した。

丁寧 に話 しをす る とい う浅沼 さんの文化あ るいは浅沼さんが 「天性の統率者」で ある

とい うことにすで に含 まれ てい ますが,浅 沼さ んは一歩一歩理詰 めに考 える人で した。

思いつ きではな く,合 理的 に思考 を進め る人であ った と申せ ましょう。 わた くしは浅沼

さんの持つ.合理的な側面 に も敬意 を払いかつ啓発 も受 けて,お つ きあいを してきま した

が,同 時に余 りに きち ょうめんで あるため当惑 した ことも,ほ ほえま しい と思 ったこと

もあ りま し左。.いくつかの風景 を申 し上 げます。助教授 にな ってま もな く,浅 沼 さんは
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醍醐寺の近 くにあ る現在 の住居 に引 っ越 しをされ ま した。わた くしは手伝 いに出か けま

したが,そ の折の ことです 。引 っ越 しの作業の なかで,持 ち運びは力仕事 ですか ら簡単

ですが,や っかいなのは家 具の配置です。その配置は運び入れ る家具の順番 とも連動 し

ますか ら,理 想的には配置 を最初 に決め るのが上手な手順であbま しょう。いわ ばダイ

ナ ミ ック ・プロ グラミングの問題 を解 けば良い のです。 ところで,い ちばんいい配置が

す ぐに決まれば良いのです が,な か なか そうな らない場合があ ります。雑 然 とはいえ持

ち込んだ家具 を見 なが ら,望 ま しい配置案が浮かぶ とい うことがあ るか らです 。 しか し

合理的な推論を重視 する浅 沼さんは望 ま しい配置 を頭の中で考え抜いてか ら,行 動 に移

るとい うや りかたで した。 配置 の如何 は手伝い のわた くしがロを出すべ きことではあ り

ませんので,浅 沼さんが思考 蓼続 ける間,わ た くしは待たねばな りませんで した。わ た

くしの言 うとお りにすれば,も っと早 くすむの にと思いなが ら,で あ ります。 この とき

は当惑 しました。当惑 しなが ら同時に声 を出 して笑 った こともあ ります。大学 院重点化

の ことで浅沼 さんは部長 として文部省 によ く折衝 に出か けねばな りませんで した。そう

い うときの ことです 。大学 院重点化 とい う最終 目標は決 まってお り,そ こに到達 する各

段階の作業 も分か っていま した。先 のた とえで いえば プログラ ミングの解 は分 か ってい

ました。問題はその解 に当たる作業が完全 には進 まず,次 の段階に移れない とい うこと

で した。その作業が未完成 であ って も見通 しが あれば,次 の段階の折衝 が可能である,

とわた くしは くりかえ し申 しま したが,順 序 を重 ん じる浅沼 さんはなかなか動 こ うとし

ません。各段 階の作 業には当然 タイム ・リミットがあ ります。浅沼 さんが上京 しよ うと

したのはそのギ リギ リの時点であ り,折 衝 のアポイ ントメン トをとれ るよ うな環境で は

あ りませんで した。 この状 況を どうきりぬけるか。彼 のとった方法 は,文 部省の一 目の

仕事がは じまる前 に,早 朝 か ら大 学課 の入 り口に立ち,担 当官の到着を待 つ ことで した。

あ ま りにも奇抜な行 動であったので,わ た くしは不謹慎 とは知 りなが ら笑いだ しま した

が,そ のわた くしに彼は,そ うす るのが いちば ん合理 的で,担 当官のスケ ジュールにか

かわ らず,担 当官 と話 しがで きるのだ と真面 目な顔で説明 され るのです。

わ た くしの記憶では経済学部のス タッフの中でアタ ッシュ ・ケー スを使 ったのは浅沼

さんを もって嚆矢 とします。 これ も合 理主義 と関係 があ ります 。A4サ イズの大 きさの

ペ ーパ ーを,2列 にしか も形を崩 さず に運べ るのはこれ しか ない,と い うのが彼 の理 由

で あ り,わ た くしもそれ には掛 け値な しに賛成 して,わ た くし自身 もす ぐに使 うように

な りま した。 もっとも当時 はシ ョルダー ・バ ッグが全 盛で あ り,「合理的で ない」他 学
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部 の先生方か らはさすが経 済学部 だ,.ビ ジネスマ ンみたいだ とやわ らかい顰蹙 を買い ま

した。浅沼 さん は合理的であればこのように,一 見 ビジネスマ ンの格好 にな りま したが,

また雪で凍 てつ く日に はデイパ ックを背負 い,あ るい は雨眉か らたす き掛 けにバ ッグを

掛 けて歩 く姿 にもな りました。わた くしにはその姿が背嚢 を背 に,水 筒 と銃をたす きに

脅 掛 けて雪原 を行進 して くる兵上のよ うに見えて,彼 にそ う言い ます と,両 手 を手ぶ らに

して歩 けば,滑 った ときに安全だ。その ときもま っす ぐに合理 的な返事が帰 って きまし

た。

彼は 日常にい うところのつ きあ って楽 しい とい う類型 の人で はない と思い ます。 しか

しこの ようにその透徹 した合理主義故.に,わ た くしには,畏 友 である と同時 に 「愛すべ

き友人」 で もあ り,心 が和み ま した。

最後の病床 になった大学病 院か ら電話をいただいた ときに,わ た くしが心 の中で彼 に

誓 った ことは,天 国にお られ る浅沼 さんにはお見通 しで しょうか ら,申 しませ ん。 しか

し2年 前に浅沼 さんに依頼 され,果 た していない小さい約束の ことで,寛 容 な浅沼 さん

はもう忘れてお られ るか もしれませ んが,お わび を申さねばな りません。その とき浅沼

さん はもし手許に残 っていたら,カ マロの写真が欲 しい,と いわれま した6カ マロは浅

沼 さんが1974年 か ら2年 間ハーヴ ァー ド大学工.ンチ ン研究所に客員研究員 として留学 さ

れた折 に使い,そ の後わた くしがテーク ・オーヴ ァーす ることにな った,68年 型 式の シ

ボ レーのスポーツカーです。.カマ ロに.乗っていた ことをお嬢 さんが信 じて くれないか ら

と浅沼 さんは苦笑 してお られま したが,同 じ願 いを昨年 の夏大手術の後の病床で も聞 き

ま した。退 院され るまで には探 して置 くと申 しなが ら,浅 沼 さんが退院 されて も果たさ

ずに放 置 してお りま した。春なお浅い告別式の 口,午 後 の陽射 しに輝 くシボ レーの霊柩

車に乗 り天 国に旅立つ浅沼 さんを見送 りなが ら,わ た くしはふ と,一 枚の カマ ロの写真

が浅沼さんにそ して御家族 にとって持つ意味に気 づ き,暗 然 としま した。 この2年 は,

心血 を注が れた部長職 の後半の1年 と報われなか った闘病の1年 よ りな りますが,こ の

苦境 に も統 率者 としてのっ とめ を果たそ うとされた父 ・浅沼さん,そ して彼 同様 に心優

しくこの苦境を担 い合われ た奥様 と御子息たちの姿がほ うふっ と現前 したか らであ りま

す。 この ようにす ば らしい御家族であ りました。そ してその約 束を果 たさなか ったわた

くしに は,浅 沼さんか ら受 けた御厚誼 に何の返礼 もで きなか ったよ うな寂 しさが残 って

い ます。

浅沼 萬里 とい うかけがえのない友人 をわた くし達か ら奪 うとい う苛酷 な試練 を,神.
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はなぜ なさるのか。 これ は告別式 を司祭された牧師のおことばです。それ につづ き司祭

は,神 の前 に安 らか に救われてあ る浅沼 さんの ことを,そ してその意義 を申され ました。

その折 わた くしは苦痛か ら開放された浅沼さんの喜 びを思 い,安 らか な寝顔を ひたむ き

に想像 しま した。浅沼 さん との35年 にわたる交友を振.り返 る余裕がで きたいま,わ た く

しの目に浮かふのは彼の寝顔ではあ りません。あの激痛か ら永久 に解かれ,研 究課 題で

あった企業間 関係の問題を研究す る姿 です。そ う考 えることで,浅 沼 さんの無念さを,

そ してわた くしの悔 しさを慰めて もいます。

最後 にもう一つわた くしの個 人的な感情 を申 し上 げることをお許 し下さい。浅沼 さん,

あ りが とう。安 らか に研 究をお続 け下 さいQ


